
①市民厚生常任委員会・同委員長

②政令指定都市調査特別委員会

明 戸 和 枝 議員

①総務常任委員会

②政令指定都市調査特別委員会

③監査委員

今 井 ヨシイ 議員

　

「
札
幌
」「
仙
台
」「
横
浜
」
な
ど
政

令
指
定
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
と
て
も

魅
力
的
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
ま
ち
は
、
政

令
市
に
な
っ
た
か
ら
素
敵

な
町
に
な
っ
た
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
県
に
匹
敵
す

る
よ
う
な
規
模
や
経
済
力

や
国
際
性
を
備
え
る
か

ら
、
県
に
準
じ
る
権
限
を

付
与
す
る
制
度
と
し
て
政

令
指
定
都
市
制
度
は
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
政
令
市
に

な
っ
た
か
ら
素
敵
な
ま
ち

に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、

地
理
的
、
地
勢
的
、
歴
史

的
要
因
な
ど
に
よ
っ
て
大

き
く
素
敵
な
町
に
な
っ
た

か
ら
政
令
市
に
指
定
さ
れ

た
の
で
す
。
政
令
指
定
都
市
は
、
県

に
匹
敵
す
る
よ
う
な
人
口
や
規
模
を

も
ち
、
歴
史
や
文
化
や
経
済
の
集
積

が
あ
る
風
格
の
あ
る
都
市
に
、
県
に

準
じ
る
自
治
権
を
付
与
す
る
と
い
う

大
都
市
自
治
制
度
で
す
。

　

唯
一
苦
労
し
て
る
の
が
、
北
九
州

市
で
す
。
人
口
一
〇
万
人
か
ら
三
〇

万
人
ま
で
の
五
つ
の
市
が
対
等
合
併

し
て
政
令
指
定
都
市
に
な
り
ま
し
た

が
、
合
併
後
四
〇
年
近
く
経
っ
た
今

日
で
も
市
と
し
て
の
一
体
性
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ず
、「
素
敵
な
町
」
と

呼
ば
れ
る
た
め
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

仙
台
、横
浜
、京
都
な
ど
の
イ
メ
ー

ジ
で
「
合
併
し
て
政
令
市
に
な
れ
ば

素
敵
な
ま
ち
に
な
る
」
と
思
っ
て
い

る
と
し
た
ら
判
断
を
誤
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
政
令
市
に
な
れ

ば「
財
源
が
豊
か
に
な
る
」

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま

す
が
、
根
拠
が
あ
り
ま
せ

ん
。
総
務
省
が
自

治
体
の
財
政
力
を

は
か
る
財
政
力
指

数
で
い
え
ば
新
潟

は
０
・
7
7
で
す

が
、
十
二
の
政
令

市
で
新
潟
よ
り
財

政
力
指
数
が
高
い

の
は
千
葉
市
、
川

崎
市
、
大
阪
市
な

ど
六
市
。
残
り
の

六
市
は
新
潟
を
下

回
り
、
特
に
五
市

合
併
で
成
立
し
た
北
九
州
市
は
０
・

６
２
と
財
政
力
の
大
変
低
い
自
治
体

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
令
市
に
な
る
と
、
県
の
行
っ
て

い
た
仕
事
の
多
く
が
市
に
下
ろ
さ
れ

る
た
め
に
支
出
が
増
え
、
そ
れ
を
ま

か
な
う
た
め
の
財
源
も
委
譲
さ
れ
る

た
め
に
財
政
規
模
が
膨
ら
む
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
て
、
財
政
に
余
裕
が
で

き
る
と
か
財
政
力
が
強
ま
る
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

増
え
る
仕
事
の
費
用
に
見
合
う
財
源

が
保
障
さ
れ
な
い
た
め
財
源
不
足
が

恒
常
化
し
て
い
る
政
令
市
が
多
く
、

国
に
対
し
て
改
善
を
要
望
し
て
い
る

の
が
実
態
で
す
。

　
　

（
財
政
力
指
数
は
平
成　

年
度
）
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　あなたは手続きがお済みでしょうか。

　高齢者は、医療機関の窓口で１割（一定所得以上の人は２割）

を支払い、上限限度額を超えた分は、市役所に申請して払い戻

しを受けることになっています。

　ところが、この「払い戻し制度」を知らず、払い戻しを受け

ていない人が多くいることが明らかとなり、今大きな問題と

なっています。日本共産党は、制度の周知徹底と制度そのもの

の改善を政府に求めています。

　

厚
生
労
働
省
は
入
院

患
者
七
万
二
千
人
を
一

〇
年
間
で
社
会
復
帰
さ

せ
る
「
新
障
害
者
プ
ラ

ン
」
を
今
年
度
か
ら
始

め
、都
道
府
県
な
ど
に
、

そ
の
達
成
を
求
め
て
い

ま
す
が
、
精
神
障
害
者

の
社
会
復
帰
施
設
に
対

す
る
０
３
年
度
の
国
の

補
助
金
が
二
割
し
か
認

め
ら
れ
ず
、
関
係
者
は

衝
撃
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

病
院
を
出
て
社
会
生

活
を
可
能
に
す
る
ま
で

の
施
設
に
は
、
生
活
訓

練
、
福
祉
ホ
ー
ム
、
地

域
生
活
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。新
潟
県
で
は
、

新
潟
市
が
申
請
し
た
地

域
生
活
セ
ン
タ
ー
を
含

め
四
施
設
の
補
助
金
を

申
請
し
ま
し
た
が
、
一

件
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
の
事
態
を

重
く
み
た
党
市

議
団
は
、
木
島

衆
院
議
員
と
連

携
。
七
月
一
四

日
、
厚
労
省
と

交
渉
し
、
明
戸
、
渡
辺

両
議
員
が
参
加
。
新
潟

市
の
現
状
を
訴
え
、
予

算
の
確
保
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

　

医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
限
度
額
を
（
上
の

表
）
を
超
え
た
場
合
、

市
役
所
に
申
請
す
れ
ば

払
い
す
ぎ
た
分
が
返
さ

れ
ま
す
。

　

市
役
所
に
問
い
合
わ

せ
す
る
と
き
は
、「
老
人

保
健
法
高
額
医
療
費
の

件
で
」
と
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
申
請
は

「
保
険
証
と
老
人
保
健

法
医
療
受
給
者
証
」
な

ど
が
あ
れ
ば
で
き
ま
す
。

　

七
月
十
一
日
、
市
議
団
は
消
防
局
を

訪
問
・
緊
急
通
信
指
令
施
設
の
概
要
や

機
材
の
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
親
し
く

懇
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
懇
談

で
は
、
一
刻
を
争
う
緊
急
通
報
を
正
確

に
現
場
に
伝
え
る
た
め
の
工
夫
、
指
令

施
設
に
勤
務
す
る
職
員
の
労
働
環
境
な

ど
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
合
併

協
議
が
す
す
む
も
と
で
周
辺
市
町
村
の

緊
急
通
信
体
制
整
備
状
況
の
格
差
も
話

題
と
な
り
、
指
令
室
の
主
要
機
器
の
交

換
時
期
も
迫
り
、合
併
し
た
場
合
、様
々

な
問
題
を
抱
え
る
事
に
な
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
に
は
山
田
、
鈴
木
、
明
戸
、

今
井
、
目
崎
の
五
人
の
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

市議団が消防局訪問

※外来では、窓口で医療費の１割または２割全額を払います。
　入院では、窓口で世帯の限度額までを払います。
※低所得者　�の対象は１人ぐらしで年収約65万円以下、夫婦２人世帯で収入
約130万円以下。�の対象は、１人ぐらしで約267万円以下。

①建設常任委員会

②（仮称）新潟市総合卸売センター建

設計画等調査特別委員会

③新潟東港水道用水供給企業団議員

山 田 修 一 議員
（党市議団団長）

①文教経済常任委員会

②新潟駅連続立体交差事業及び総合交

通体系調査特別委員会・同委員長

③新潟地区広域清掃事務組合議員

渋 谷 明 治 議員
（党市議団副団長）

①総務常任委員会

②地域経済活性化・雇用対策調査特別

委員会

③新潟市農業委員会委員

鈴 木 克 夫 議員
（党市議団幹事長）

問
い
合
わ
せ
は

「
高
額
医
療
費
の

件
で
」
と

申
請
は

市
役
所
に

新
潟
市
も
内
示
さ
れ
ず

緊
急
体
制
に
つ
い
て
意
見
交
換

①市民厚生常任委員会

②（仮称）新潟市総合卸売センター建

設計画等調査特別委員会

③新潟市社会福祉審議会委員

渡 辺 有 子 議員

①建設常任委員会

②新潟駅連続立体交差事業及び総合交

通体系調査特別委員会

③都市計画審議会委員

目 崎 良 治 議員

自己負担する限度額 （超えた分は払い戻しをうける）窓口で払
うのは… 世帯につき（外来・入院含む）1人につき（外来）

7万2300円
+36万1500円を
超えた医療費の

1％

4万200円2　割
一定以上所得
（課税所得が
　　　124万円以上）

4万200円1万2000円

1　割
一　　　　　般

2万4600円
8000円

�※低所得者
（ 住民税
   非課税世帯 ） 1万5000円�※

視察をする市議団

厚生労働省に要望する右から渡辺
議員、明戸議員



　

今
井
議
員
は
、介
護
保
険
の
目
標
で
も
あ
っ
た
、

在
宅
で
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
た
め
に
も
市

が
行
政
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
と
し
、「
篠
田

市
長
に
は
、
新
潟
発
福
祉
先
進
の
都
市
を
め
ざ
し

て
ほ
し
い
」
と
願
っ
た
今
井
議
員
は
、
平
成
一
二

年
度
か
ら
京
都
市
が
始
め
た
、「
短
期
入
所
施
設
の

ベ
ッ
ト
を
確
保
し
、
自
立
認
定
者
を
含
め
て
利
用

が
で
き
る
。
一
度
の
利
用
で
最
長
二
ケ
月
利
用
が

可
能
。
利
用
料
は
介
護
保
険
利
用
料
の
二
倍
」
と

す
る
内
容
の
短
期
入
所
生
活
介
護
緊
急
利
用
事
業

の
例
を
紹
介
。
新
潟
市
で
も
、
短
期
入
所
施
設

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）の
ベ
ッ
ト
の
一
部
を
市
が
確

保
し
、
緊
急
時
に
対
応
し
た
体
制
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
要
望
。「
課
題
も
多
い
状
況
に
あ

る
」
が
、「
そ
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
」
と

市
民
局
長
が
答
え
ま
し
た
。

　今井議員は、「ある政党

と、特定団体」による今回

の選挙でおこなわれた日本

共産党及び候補者への中傷

や攻撃は、選挙違反行為に

ならないのかと質問しまし

た。

　今井議員は、実際にまか

れたチラシを議場で見せ、

宣伝カーを使って日本共産

党の候補者が演説妨害され

る様子を生々しく話をしだ

すと、議場は、シーンと静

まりかえりました。

　選挙管理委員長は、「選挙

運動は明るく公正に行われ

るべきものであり、選挙に

臨まれる方々に選挙戦を

フェアに戦っていただくも

の」「選挙運動を妨害するこ

とは許されない」とキッパ

リと答弁しました。

　

二
〇
〇
〇
年
五
月
、「
道
路
運

送
法
の
一
部
改
正
」が
成
立
し
、

乗
合
バ
ス
事
業
へ
の
新
規
参
入

や
路
線
か
ら
の
撤
退
が
容
易
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
は
九

五
年
以
降
「
廃
止
路
線
代
替
バ

ス
」
を
補
助
対
象
か
ら
は
ず
し

た
こ
と
、
平
均
乗
車
密
度
五
人

未
満
の
「
第
三
者
生
活
路
線
」

へ
の
補
助
を
打
ち
切
る
な
ど
補

助
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
新
潟
交
通
�
が
二
四
路
線

四
三
系
統
の
廃
止
届
け
を
提
出

し
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
国

の
規
制
緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

国
が
自
治
体
に
下
駄
を
預
け

て
補
助
を
後
退
さ
せ
る
中
で
今

後
バ
ス
路
線
を
守
る
た
め
に

は
、
県
と
市
が
住
民
の
足
を
守

る
立
場
に
た
て
る
の
か
ど
う
か

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
市

は
有
識
者
、
関
係
機
関
で
つ
く

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
で
、
考

え
方
を
ま
と
め
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

バ
ス
路
線
の
維
持
に
は
バ
ス

事
業
者
が
維
持
を
す
る
、
自
治

体
で
代
替
バ
ス
を
出
す
に
か
か

わ
ら
ず
、
補
助
に
必
要
な
予
算

を
確
保
し
、
適
切
な
制
度
を
つ

く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

利
用
者
・
住
民
の
声
を
生
か
す

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
群
馬
県

　

公
共
交
通
機
関
は
地
域
社
会

の
存
在
条
件
で
す
。
こ
れ
が
な

く
な
れ
ば
生
活
で
き
な
い
人
、

学
校
に
通
え
な
い
生
徒
、
つ
ぶ

れ
る
お
店
が
出
て
過
疎
化
も
進

む
な
ど
影
響
が
心
配
さ
れ
ま

や
埼
玉
県
の
事
例
な
ど
を
参
考

に
、
県
に
対
し
て
バ
ス
路
線
維

持
の
た
め
の
抜
本
的
対
策
を
求

め
る
意
見
を
あ
げ
、
住
民
の
最

後
の
足
と
も
い
え
る
バ
ス
路
線

維
持
の
た
め
、
党
議
員
団
も
全

力
を
あ
げ
ま
す
。

す
。
新
潟
市
議
会
は
、
バ
ス
路

線
維
持
の
た
め
に
、
市
と
連
携

し
て
粘
り
強
く
取
り
組
む
と
す

る
決
議
を
全
会
派
一
致
で
採
択

し
ま
し
た
。

　ＪＡ新潟西農協、ＪＡ新潟市農協か

ら請願された「ＷＴＯ農業交渉におけ

る日本提案の実現を求める意見書」が

全会一致で採択されました。

　この請願には、鈴木議員が紹介議員

の一人となり、党議員団も採択に向け

て全力で取り組みました。

　

渡
辺
議
員
は
、「
地
場
産
品
を
利
用
し
た

学
校
給
食
が
、
食
農
教
育
の
進
展
や
、
地

域
活
性
化
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い

か
」
と
し
た
う
え
で
、
地
場
産
給
食
を
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
①
学
校
給
食
自
給

率
調
査
の
実
施
。
②
地
元
米
粉
パ
ン
の
採

用
。
③
地
場
産
品
を
促
進
さ
せ
る
関
係
機

関
の
体
制
づ
く
り
。
④
「
仮
称
・
給
食
畑

の
野
菜
」
事
業
の
実
施
な
ど
具
体
的
提
案

を
行
い
、
可
能
な
地
域
か
ら
モ
デ
ル
事
業

を
し
て
は
ど
う
か
と
要
望
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、「
新
潟
市
完
全
給
食
実
施
校
で

の
市
内
産
使
用
率
は
全
体
の
一
割
程
度
」

で
あ
り
、「
今
後
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の

あ
り
方
、
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
を
含
め
、

教
育
委
員
会
と
と
も
に
生
産
者
と
学
校
の

具
体
的
な
課
題
を
整
理
し
、
地
場
産
農
産

物
の
利
用
促
進
体
制
の
検
討
を
し
て
い
き

た
い
」
と
農
林
水
産
部
長
が
答
弁
し
ま
し

た
。

　

六
月
市
議
会
で
目
崎
良
治
議
員
が
日
本
共
産
党
の
代
表
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　

　

目
崎
議
員
は
自
公
保
の
「
有
事
法
制
」、「
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
新
法
」
強
行
は
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
た

め
に
本
格
的
に
戦
争
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
も
重
大
な
侵
害
を
う
け
る
な
ど
、
そ
の
危

険
性
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　

ま
た
、
六
月
議
会
の
焦
点
で
あ
る
合
併
・
政
令
市
問
題
、
産
業
振
興
と
雇
用
問
題
、
バ
ス
路
線
廃
止
問
題
で
、

市
民
の
く
ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
奮
闘
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
「
有
事
法
制
」
は
、
攻
撃
に
備
え
る

と
い
う
口
実
で
、自
衛
隊
が
海
外
で
、

ア
メ
リ
カ
の
先
制
攻
撃
の
戦
争
に
参

加
し
、
そ
の
戦
争
に
国
民
を
動
員
す

る
法
律
で
あ
り
、広
範
な
国
民
が「
戦

争
す
る
国
に
す
る
な
」
と
反
対
し
て

き
た
問
題
で
あ
り
、
明
白
な
憲
法
違

反
の
法
律
で
は
な
い
か
と
市
長
の
認

識
を
質
問
し
ま
し
た
。
篠
田
市
長
は

　

目
崎
議
員
は
、
新
潟
市
が
実
施
し

た
製
造
業
実
態
調
査
の
結
果
と
製
造

業
の
立
て
直
し
策
に
つ
い
て
質
問
。

市
長
は
「
こ
の
二
〇
年
間
製
造
業
が

一
貫
し
て
減
少
」「（
実
態
調
査
の
結

果
は
）
貴
重
な
意
見
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
」
と
し
、「
今
回
の
調
査
結
果

を
も
と
に
、
意
欲
あ
る
製
造
業
者
に

対
し
て
支
援
を
強
め
る
」
と
答
え
、

新
た
な
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
こ
と
を
示
唆
し
ま
し
た

　

議
会
運
営
委
員
会
小
委
員

会
が
構
成
さ
れ
、
議
会
運
営

の
改
善
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

党
議
員
団
は
、
本
会
議
で

の
発
言
時
間
は
現
状
を
維
持

し
、
制
限
を
強
化
せ
ず
可
能

な
限
り
発
言
を
保
障
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
、
①
「
議
会

だ
よ
り
」
の
一
般
質
問
者
の

氏
名
を
明
記
す
る
こ
と
、
②

二
月
議
会
・
全
員
協
議
会
で

の
局
部
長
質
疑
は
連
合
委
員

会
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
、

③
海
外
視
察
に
つ
い
て
は
、

当
面
自
粛
す
る
こ
と
、④「
五

月
一
日
問
題
」
い
わ
ゆ
る

一
ヶ
月
に
満
た
な
い
議
員
の

報
酬
は
日
割
り
計
算
に
す
る

こ
と
を
提
起
し
、
改
善
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

今井ヨシイ議員

目崎良治議員
渡辺有子議員

山田修一議員

渋谷明治議員

鈴木克夫議員議　

長

　
　

橋
田
憲
司
氏

副
議
長

　
　

小
石
光
夫
氏

　

五
月
臨
時
会
で
、
市
民

ク
ラ
ブ
の
橋
田
憲
司
氏
を

議
長
に
、
副
議
長
に
新
潟

ク
ラ
ブ
の
小
石
光
夫
氏
を

そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
市
民
・
新
潟
両
ク
ラ

ブ
と
「
議
会
改
革
」
を
行

う
こ
と
で
合
意
し
、
選
挙

で
は
両
氏
に
投
票
し
ま
し

た
。

選挙管理委員長が答弁

「
地
域
住
民
の
安
全
に
直
結
す
る
国

民
保
護
法
制
が
先
送
り
さ
れ
た
こ
と

や
、
政
府
の
国
民
へ
の
説
明
が
十
分

に
尽
く
さ
れ
た
か
に
疑
問
を
感
じ
て

い
ま
す
」と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

明戸和枝議員

「
住
民
の
足
」
を
奪
う
な
（
写
真

は
本
文
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）


